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ֳ ：GMO、「すべての人にインターネット」。それは、インターネットの可能性を信じて多く

の人に笑顔と感動を届け続ける、私達の決意の言葉だ。90 年代に起業してから私達はずっと、よ

り早く、より便利に、より安心に、インターネットを加速させてきた。 

ドメインで、クラウドで、ネット広告で、ネット決済で、ネット証券で、ネット銀行で、世の中の

暮らしを加速させてきた。インターネットの可能性は無限だと私達は信じる。新しいテクノロジー

で、新しいサービスで、新しい感動を。「すべての人にインターネット」、GMO インターネット

グループ。 

◄ᵓ：皆様、こんにちは。本日はお忙しい中、GMO インターネットグループ、第 2 四半期決算説

明会にご参加いただき、誠にありがとうございます。 

本日の説明会の、登壇者についてご案内いたします。グループ副社長 CFO、安田昌史。グループ

常務執行役財務部部長、稲垣法子が登壇いたします。 

本日は、決算概要についてご説明した後に、質疑応答の時間を設けております。決算に関する発表

資料は、当社ホームページに掲載しております。 

それでは、副社長の安田よりご説明いたします。 

ӗ ：CFO の安田です。本日はお忙しい中、GMO インターネットグループの 2025 年 12 月期第 2

四半期決算説明会にご参加いただきまして誠にありがとうございます。 

当社は 12 月決算ですので、4-6 月の決算についてご説明をいたします。どうぞよろしくお願いい

たします。 
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まず本日のアジェンダですけれども、ご覧の通りとなっております。「ネットのセキュリティも

GMO」プロジェクトまで私が、以降はグループ常務執行役員財務部長の稲垣から、ご説明をさせ

ていただきます。 

 

それでは、結論と要約になります。まず、本日説明会の三つのポイントについてお話をいたしま

す。 
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まず、一つ目ですけれども、長期目線のお話になります。100 年単位で継続する企業グループを目

指した経営を、淡々と進捗しております。 

今年 1 月当社は、純粋持株会社に近い立ち位置へと移行をいたしました。同時に祖業であるインフ

ラ事業を受け継いだ新生 GMO インターネット社も、新体制でスタートをしております。 

また、グロース市場上場の GMO リサーチ＆AI 社と、GMO タウン WiFi 社も経営統合しまして、

新体制でスタートいたしました。今後も持続的成長に向け、グループ構造の更なる進化を継続して

まいります。 

次に、足元の第 2 四半期の状況です。第 1 四半期に続きましてこの四半期も VC の投資売却損益を

除くベースで、四半期最高益を創出することができました。将来成長へ向けた前向きな先行投資を

こなしたうえのもので、上半期を順調に折り返すことができたと考えております。 

また、持続的な成長のためには、ストック収益の積み上げが重要だと考えております。この点、イ

ンフラのみならず、グループ全体で岩盤ストック化が進行しております。そして、中長期の持続的

成長の実現に向けて、新たな芽も育ちつつあります。 

三つ目、進行期から新たに独立のセグメントとしております、ネットセキュリティ事業について特

に社会的要請の高まりもあり、サイバーセキュリティを展開する Flatt が大きく伸長をいたしまし

た。 

「すべての人に安心な未来を」のキャッチフレーズのもとで進行しております、「ネットのセキュ

リティも GMO」プロジェクトは、足元では第 7 弾まで到達しております。第 1 想起ブランド確立

に向けた取り組みの内容は、後ほどご説明させていただきます。 
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続きまして、決算のサマリーです。数字はご覧の通りで、増収増益の決算となりました。 

特に営業利益は、インフラ金融がともに四半期最高益を更新いたしまして、VC 投資の売却益を除

くと過去最高となっております。 
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続いてこちら、1 月から 6 月の上半期の累計の業績となっております。売上は過去最高を更新、営

業利益も 300 億円に迫る水準となっております。 

 

続きまして、セグメント別の業績のサマリーです。右端にマネジメントによる定性評価を前四半期

のものと合わせて記載しております。 

まずインフラですが、こちらは◎です。第 1 四半期に続きまして、連続して四半期最高業績を更新

いたしました。GPU クラウドへの先行投資をこなしつつ、しっかりと 2 桁増益を達成することが

できました。「なくならない、なくてはならない」、圧倒的 No.1 サービスの集合体からもたらさ

れる、岩盤ストック収益の盤石さをお示しできたと感じております。 

次、今期より新設しましたセキュリティは、◎。増収、減益となりました。サイバー攻撃の脅威が

増す中、「ネットのセキュリティも GMO」プロジェクトによる認知向上施策が重なりまして、サ

イバーセキュリティ事業が、第 1 四半期に続き好調に推移をいたしました。 

一方、利益のマイナスですが、前年にブランドセキュリティで大口案件の貢献があったことと、足

元ではサイバーセキュリティで先行投資を行ったことによるものです。将来成長に向けた、必要な

手が着実に受けておりまして、◎とさせていただいております。 

続いて広告メディアは、△です。減収、減益となりました。自社商材、特に利益率の高いストック

型の自社商材が、好調に推移をしています。一方で広告代理、アフィリエイト広告などのフロー型
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商材が弱含みが続いています。特に広告代理については、ネット広告市場の変化による、外部環境

の変化の影響が出ております。 

続きまして金融ですが、こちらは◎。増収、黒字転換となり四半期最高益を更新いたしました。主

力商材である FX の主要 KPI であります、ユニークの取引人数が着実に伸長いたしました。また、

前年の対証券事業での引当金の計上が解消いたしまして、大幅増益となりました。 

続いて暗号資産ですが、こちらは〇です。こちらは減収、増益となりました。暗号資産市況の変動

による影響を受けつつも、交換事業の取引高、収益が高水準で推移をしております。 

 

次、セグメントごとの売上営業利益の前年同期の増員要因をまとめたものです。左側が売上高、右

側が営業利益を示しております。 

先ほどご説明した内容と重なりますが、インフラ金融事業の FX の拡大が寄与したことと、さらに

前年に計上した対証券に係る引当金の影響が解消したことから、増収増益での着地となりました。 
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次のスライドですが、冒頭で、中長期の持続成長実現に向け、新たな芽が育ちつつあるお話をさせ

ていただきました。こちらですけれども、グループ各社の増収率をランキング形式でお示ししたも

のです。 

1 位の GMO Flatt Security 、5 位の GMO CYBER SECURITY by IERAEは、サイバーセキュリティ

に対する社会的要請の高まりを受け、グループジョイン後も、高成長を続けております。また、2

位の GMO BEAUTY、3 位の GMO OMAKASE も、ストック型のプロダクトが伸長しランクインを

しております。 

持続的成長に向けては、どれだけストックを積み上げられるかが重要と考えておりまして、グルー

プ全体でこうした取り組みが着実に進んでいることが、ご確認いただけるかと思います。 
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こちら、VC 投資インキュベーション事業を除いた、営業利益の四半期推移です。第 1 四半期に続

きまして、このベースでは過去最高益となっております。 

岩盤ストック収益基盤をベースといたしました、当社グループの利益を創出する力が安定的に伸び

ていることがご覧いただけるかと思います。 
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続いて、当社グループの成長戦略の中間の一つである、セキュリティ事業。そして、「ネットのセ

キュリティも GMO」プロジェクトの進捗についてご説明をいたします。 

まず、ネットセキュリティ事業を、なぜ独立のセグメントとして設けたのか、その背景についてお

話をいたします。 

私ども GMO インターネットグループでは、「すべての人にインターネット」をコーポレートキャ

ッチとして掲げ、創業以来、インターネットの普及発展に取り組んでまいりました。インターネッ

トが社会インフラとしての役割を増す中で、サイバー攻撃の脅威も日々深刻さを増しております。 

安全性の確保は喫緊の課題となりまして、セキュリティもまたインフラ、金融と並ぶ社会を支える

基盤となっています。こうした中、「すべての人に安心な未来を」の実現に向けて、我々は今、セ

キュリティ事業をグループの最注力分野として、中長期の戦略の軸に据えております。 

その内訳といたしましては、認証技術を活用し、盗聴・改ざん・なりすまし防止を行う、暗号セキ

ュリティ。世界最強のホワイトハッカー集団によるサイバー攻撃対策、サイバーセキュリティ。ド

メイン商標のプロによる、なりすまし監視・削除支援を担う、ブランドセキュリティになります。

この三つの領域を軸にセキュリティ事業の一層の強化育成を図ってまいります。 

 

こちらはセキュリティ事業を構成する三つの領域についてそれぞれの主力会社と、サービス・製

品、そして強みをまとめています。 
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まず一つ目、暗号セキュリティでは、認証局としての技術・運用ノウハウを基盤に、電子証明書や

電子印鑑を中心としたプロダクトを展開しています。 

次に、サイバーセキュリティの最大の強みは、世界最強のホワイトハッカー集団の持つ技術力で

す。先週末も、世界最大級のサイバーセキュリティカンファレンス DEF CON 32、Cloud Village 

CTF で、世界 1 位を獲得して世界で 3 連覇を達成しています。こうした技術力を持ったホワイト

ハッカーが行う脆弱性診断ペネトレーションテストに加え、その知見を生かした SaaS 型プロジェ

クトによる収益モデルの多様化も進めています。 

三つ目、ブランドセキュリティでは、ドメイン商標に関する知財・運用ノウハウを強みにしてご覧

のようなサービスプロダクトを展開しております。 

 

こちらですけれども、セキュリティ事業の通期の売上高を三つのセグメント別に表したものです。 

ご覧の通り、暗号セキュリティを土台にしながら、22 年に新規参入したサイバーセキュリティの

成長が加速しております。結果として 2024 年度に、セキュリティ全体で年間売上高が、200 億円

に迫る規模となりました。 
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ここからは、「すべての人に安心な未来を」キャッチフレーズのもと、今年の 2 月より開始しまし

た、「ネットのセキュリティも GMO」プロジェクトの進捗について、ご説明をさせていただきま

す。 

 

このプロジェクトは、セキュリティ分野における、第一想起ブランドの確立を目指した取り組みで

す。 
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上段にお示ししているのは、継続的なプロダクト、サービス提供による取り組み。下の段は、大規

模カンファレンス開催などの、イベントによる取り組みとなっております。プロダクト提供とイベ

ント開催の両面から、着実にブランド認知の浸透を図っております。各取り組みの詳細について、

順次ご説明をさせていただきます。 

 

まず、前回の決算説明会でも、第 3 弾としてご案内した、GMO.貴社名、申請・運用支援サービス

について改めてご紹介させていただきます。 

さて、ドメインとして一般的なのは.com や.jp などのドメイン名だということはよくご存知だと思

います。私どもも長年 gmo.jp というドメイン名を、Web の URL メールアドレスとして使ってお

りました。 

この度、段階的ではありますが、このドメインを gmo.jp からグループ.gmo というドメインに切り

替えを進めております。すなわち、.gmo という会社名のドメインに切り替えているわけです。 

近年、生成 AI によりまして、なりすましやフィッシング詐欺が高度化、巧妙化する中で、AI に対

しても、また人に対しても、構造的に信頼を証明する.貴社名ドメインが、ブランド価値の向上に

不可欠だと考えております。 

そして特筆すべきは、この.貴社名の申請受付が、来年の 2026 年の春に、14 年ぶりに 2 回目です

けれども実施されまして、その次の受付が未定でございます。つまり、10 年に一度のチャンスに
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なります。今年 5 月のサービスのご提案開始から、旺盛なお問い合わせをいただいておりまして、

前回 12 年前の申請受付とは明らかに引き合いが多くなっております。 

高単価、継続率が期待できる、新たなストック収益の柱として、着実に取り組んでまいりたいと思

います。 

 

続きまして第 4 弾として、この 7 月からスタートしました、GMO オープンソース開発者応援プロ

グラムです。 

インターネットを支えるオープンソースソフトウェア、いわゆる OSSの多くは、ボランティアの

エンジニアさんによって開発されており、セキュリティ対策のための資金や人材が不足しているの

が現状となっております。 

そこで私どもは、オープンソース開発者の皆様に対しまして、GMO Flatt Security が開発しました

Takumi byGM O というセキュリティ診断 AI エージェントを、無料で提供いたします。インターネ

ットの安全性への貢献と、セキュリティ分野でのブランド価値向上を図ってまいります。 
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続いて、第 6 弾なんですが、7 月からサービスを開始しました、ALSOK 様と共同開発をさせてい

ただいている、サイバー物理ペネトレーションテストです。 

まるでスパイ映画のような話なのですけれども、実際に欧州の金融機関では、犯罪者がオフィスに

潜入をいたしまして、会社の内部ネットワークに機器を接続するサイバー攻撃が発生しています。 

金融庁のガイドラインでも、こうした物理的侵入を含めたペネトレーションテストの実施が求めら

れるようになりました。 

こうした中、物理セキュリティのパイオニアであります、ALSOK 様と連携いたしまして、物理空

間からサイバー空間まで、一気通貫で不正侵入リスクを可視化する、業界初の包括的なセキュリテ

ィ診断サービスを開発いたしました。 

この革新的なサービスにより、セキュリティ分野での当社グループの存在感をさらに高めてまいり

たいと思います。 
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続きまして、第 7 弾として、GMO AI・ロボティクス大会議&表彰式 2025 を、9 月 25 日に第 1 本

社があります、渋谷のセルリアンタワー東急ホテルの地下 2 階のボールルームで開催いたします。 

主な登壇者はご覧の通りです。NVIDIA のジェンスン・フアン CEOからのビデオメッセージを始

め、東京大学の松尾教授、千葉工業大学未来ロボット技術研究センターの古田所長など、AI・ロボ

ティクス業界のトップランナーが集結する、日本最大級のカンファレンスです。 

GMO AI&ロボティクス Awards2025 による表彰も実施いたします。投資家の皆様も、ぜひご参加

いただければと思います。 
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最後に、こちらは当社のコア事業であります、インフラ、セキュリティ事業を中心としたサービス

展開の全体像です。 

当社はこれまで、インターネット接続、ドメイン、クラウド、レンタルサーバーなどの基盤領域か

ら、決済やネットショップ支援といった付加価値領域まで、幅広いサービスを展開してまいりまし

た。それぞれが No.1 サービスであり、相互にシナジーを生むことで、持続的な成長を実現してお

ります。 

そして、今この成長を加速させるのがセキュリティ領域です。セキュリティ領域で、圧倒的な差別

化を実現し、各サービスとセキュリティの連携を強めることで、「なくならない、なくてはならな

い」価値の提供を拡大し、持続的成長をさらに強固なものにしてまいります。どうぞご期待くださ

い。 

それでは、以降は稲垣より、ご説明をさせていただきます。ありがとうございました。 
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ԅᶀ：グループ財務担当の稲垣です。よろしくお願いいたします。私からはセグメント別状況、株

主還元についてご説明いたします。 

まずは、グループ概況です。こちらは、グループの主要商材のラインナップです。今回より、セグ

メントとして独立した、セキュリティについても、左上に分けて表現しております。 

全て自社開発、自社運用による自社商材です。これらのプロダクトやサービスのうち、インフラ、

セキュリティ、金融、暗号資産を合わせた顧客基盤は、1,700 万件を超えております。 
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こちらは、セグメント別売上高の四半期推移です。濃いブルーのインフラ、そしてその上に重なる

緑のセキュリティは、いずれも持続可能性、予見可能性が高いストック収益が多くを占めていま

す。 

顧客基盤の拡大とともに、成長を続けています。ネット上の情報量、トランザクション量は今後も

拡大が見込まれ、当社グループの持続的成長を支える柱になっていると考えております。 
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セグメント別営業利益の四半期推移は、ご覧の通りです。ご覧の通り、インフラ、セキュリティと

いう岩盤ストック収益を基盤に、金融、暗号資産といったフロー型で、高収益な事業を組み合わせ

ることで、全体としての持続的成長を図る考え方は変わっておりません。 

 

続いて、各事業の状況です。まず、ネットインフラ事業の、四半期売上高の推移と、その内訳で

す。 

インフラの四半期業績は、今期も過去最高を更新したものの、やや弱含みで推移いたしました。た

だし、これは対面決済領域を展開する GMO フィナンシャルゲートの戦略によるものです。 

本質的には、順調に推移しているものと考えております。具体的には、対面決済領域では、決済端

末の売上をショット売上として計上しています。SME、中小企業加盟店向けを主なターゲットと

し、専用決済端末ではなく、お客様がお持ちのスマートフォンなどを活用するため、端末レスのマ

ーケティングを強化したため、端末売上が減少いたしました。 

一方、ID 数や、決済処理件数、決算処理金額に伴う岩盤ストック収益は、順調に積み上がってお

ります。 
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四半期営業利益の推移です。こちらも前四半期に続き、最高益を更新することができました。 

新後期は、GPU クラウドなどへの先行投資を計画通りに実施しながら、利益率が高い岩盤ストッ

ク型の収益が拡大したことで、しっかりと 2 桁成長を達成することができました。 
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続いては、インフラ事業の中核である、新生 GMO インターネット社の戦略商材である、GMO 

GPU クラウドの進捗です。 

私どもは NVIDIA の最新世代となる、Blackwell Ultra GPU を搭載した、NVIDIA B300 を、国内最

速で年内提供開始予定です。産業分野における AI の急速な進化に伴い、大規模な計算資源の需要

により一層高まっております、今後の AI 開発に求められる計算性能と拡張性への対応を強化し、

より進化したインフラ基盤としての展開を引き続きして参ります。ご期待くださいませ。 

 

続いて、ネットセキュリティです。こちらは、四半期売上高の推移とその内訳です。 

ご注目いただきたいのは真ん中、エメラルドグリーンの、サイバーセキュリティです。 

Flatt Security 、IERAEの 2 社が、先ほど安田からご紹介したように、42%増収となり急伸してま

いりましたが、高単価のペネトレーションテストの受注が旺盛に推移し、「ネットのセキュリティ

も GMO」プロジェクトによる認知向上の効果が出ております。 

一方で、セグメント全体では、ブランドセキュリティで前年に大口案件の計上があったこと。暗号

セキュリティでは、重点商材である電子印鑑 GMO サインが好調に推移した一方、SSL 販売が大口

顧客の反動減により、1 桁増にとどまりました。 
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四半期営業利益の推移です。ご覧の通り、こちらは前年から減益となっております。 

主な要因は、先ほどの説明と重なっておりますが、前年ブランドセキュリティで大口貢献があった

こと、そしてサイバーセキュリティで売上荒利が好調に推移する中、エンジニア採用など、将来成

長を見据えた、戦略的な投資を進めたことによるものです。 

いずれも「すべての人に安心な未来を」の実現に向けた必要な投資と考えており、中長期での収益

拡大に向けて、着実に進めてまいります。 
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こちらは、広告・メディアの四半期売上高の推移と、その内訳です。売上高は対前年で減益減収と

なりました。 

薄いブルー、ネット広告は、広告代理、アフィリエイト広告など、フロー型商材の弱含みが続いて

おります。 

特に広告代理では、広告主様の広告運用の内製化や、メガプラットフォーマーとの直接取引化な

ど、市場全体の構造変化の影響が表れています。 

一方、自社商材、特に利益率の高いストック型の自社商材が好調に推移しており、広告メディアセ

グメント全体としても、フロー商材からストック商材への転換が進んでおります。 
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四半期営業利益の推移です。利益率の高いストック型の商材は伸長したものの、フロー型の落ち込

みもあり、減益となりました。 

 

続いて金融です。四半期業績はご覧の通りです。前年に対証券事業での引当の計上があったことか

ら、増収、黒字転換となり、四半期最高益を更新しております。 
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こちらは、商品別売上高の推移です。FX が拡大した一方、CFD はややマイナスとなりました。こ

れは顧客還元としても、スプレッド縮小施策を実施したことによるもので、会計上は売上のマイナ

スとして表現されます。競争力強化として、顧客満足度向上を図った、戦略的な取り組みでござい

ます。 

 

FX 事業の売上高と、取引高の関係を表したグラフです。 
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2022 年度までは取引高増加の一方、売上高が減少する逆相関になっておりました。これには、取

引高シェアを重視する中で、大口顧客による取引ボリューム比重が大きかったことで、収益性を悪

化させていた要因がございます。 

こうした中、2022 年の第 4 四半期以降、取引高シェアを追求するよりも、お客様、そしてお客様

の預かりを増やすことを重視する方針に転換いたしました。こうしたことで、徐々に売上高、およ

び収益性が改善、小口のお客様の取引高を積み上げ、戦略が功を奏しております。 

 

続いて、暗号資産です。四半期業績はご覧の通りです。対前年で増収増益となりました。 

暗号資産市況の変動による影響を受けつつも、交換事業の取引高収益が、高水準で推移していま

す。コスト面での抑制もあり、増益となりました。また、このセグメントでも、ステーキング、貸

暗号資産といったストック型商材による収益の安定化を図っています。 

今後も顧客層の拡大と、様々な施策に取り組みながら、淡々と運営を継続していきます。 
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続いて、グループ成長戦略における重要な取り組みである、GMO あおぞらネット銀行についてご

説明させていただきます。なお、GMO あおぞらネット銀行は、持分法適用会社であり、業績の

50%を PL に取り込んでおります。 

GMO あおぞらネット銀行の業績推移は、ご覧の通りです。前年から増収黒字転換をしておりま

す。主な要因は、法人口座数の拡大による、振り込み手数料などのトランザクション収益の拡大で

す。また預金残高の増加も、収益の安定化に寄与しております。ネット銀行として、成長軌道が確

立されていまいりました。 



 
 

 

ЂЪ˔Е 

日本   050-5212-7790      

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com  

30 
 

 

こちらは、重要 KPI である、法人口座数と BaaS byGMO あおぞらの契約数です。 

毎四半期 5 万件以上の口座数拡大をする中、拡大ペースが加速し、20 万口座を突破しておりま

す。背景として、自社開発プロダクトの利便性、優位性により、新設法人の多くの方々にお選びい

ただいている状況です。もう一つの重要 KPI、BaaS byGMO あおぞらの契約数も、順調に拡大し

ております。 

決済や入金通知など、銀行機能 API を介してクラウドサービスとして外部事業者様に提供する仕組

みで、事業者様が自社サービスの世界観を壊すことなく、銀行機能を取り組める点を高くご評価い

ただいております。 
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そして最後に、預金残高の状況です。1 兆円突破という、大きなマイルストーンを達成いたしまし

た。 

2018 年の開業から 7 年で、先ほどの法人口座 20 万件と合わせ、預金残高 1 兆円という節目を迎

えることができました。これは法人特化戦略の成果であり、中小企業、スタートアップ企業の皆様

から高い評価をいただいた結果だと考えております。 

今後も次世代型テックバンクとして、グループの重要な成長エンジンの役割を果たしてまいりま

す。ご期待ください。 
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最後に、株主還元です。従来から、株主還元に関する基本方針を、総還元性向 50%としておりま

す。配当については、連結当期純利益の 33%、残りの 17%を自己株取得、償却に充てるという内

訳になっております。 

 

また、いち早く経営成果を還元できるように、四半期配当制度を導入しておりますが、当四半期の

配当金は 17 円 60 銭です。 
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最後に、自己株式の取得の進捗状況についてのご報告です。予定総額 100 億円の取得に対して、

ご覧のように順調に進捗しております。 

本日の説明会は、以上となります。ご視聴いただき、ありがとうございました。「すべての人にイ

ンターネット」。 

［了］ 

______________ 

Ẃ  

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
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